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編
纂
者
と
研
究
者

『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
長　

波
多
野　

澄
雄

一
九
九
八
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
日
中
外
交
史
研
究
―
昭
和
前
期
―
』
の
「
序
文
」

に
お
い
て
、
臼
井
先
生
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
な
ぜ
昭
和
戦
前
期
の
日
中
関
係
に
強
い
関
心
を
も
つ
か
、
そ
れ
は
ま
ぎ
れ

も
な
く
同
時
代
へ
の
愛
着
で
あ
る
。
私
事
に
即
し
て
言
え
ば
徴
兵
に
応
じ
た
年

に
戦
争
に
敗
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
と
の
感
慨
は
当
時

も
今
も
同
じ
で
あ
る
。

日
本
と
中
国
と
い
う
二
つ
の
国
の
交
錯
し
た
史
的
環
境
を
い
く
ら
か
で
も
解

明
す
る
こ
と
は
、
と
も
に
生
き
た
日
本
の
若
い
世
代
の
み
な
ら
ず
、
中
国
、
朝

鮮
の
同
時
代
の
人
々
へ
の
責
務
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」

こ
の
「
序
文
」
に
は
、
満
洲
事
変
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
と
続
く
過
程
の

解
明
こ
そ
が
「
同
時
代
を
生
き
た
人
々
へ
の
責
務
」
で
あ
る
と
い
う
、
戦
後
世
代

の
我
々
と
は
異
次
元
の
強
い
覚
悟
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
戦
争
体
験
者
」

と
し
て
、「
太
平
洋
戦
争
を
日
本
人
の
最
後
の
戦
争
体
験
と
し
た
い
」
と
い
う
揺

る
ぎ
な
い
思
い
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
こ
う
し
た
「
責
務
」
を
果
た
す
た
め
に
、
先
生
は
果
敢
に

二
つ
の
道
に
挑
戦
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
日
中
関
係
史
の
研
究
者
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
関
係
資
料
の
編
纂
・
刊
行
と
い
う
編
纂
者
の
道
で
あ
る
。
そ
し
て
、
研
究
と

編
纂
の
成
果
は
、
何
よ
り
も
「
同
時
代
を
生
き
た
人
々
」
と
広
く
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
成
果
の
刊
行
を
同
時
に
推
進
さ
れ
た
。

研
究
者
と
し
て
の
三
〇
年
の
間
に
、
単
行
本
と
し
て
『
日
中
外
交
史
―
北
伐
の

時
代
―
』、『
満
州
事
変
』、『
満
洲
国
と
国
際
連
盟
』、『
日
中
戦
争
』、『
新
版　

日

中
戦
争
』、
論
文
集
と
し
て
『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交
』
な
ど
数
々
の

概
説
書
や
研
究
書
を
上
梓
さ
れ
た
。
他
方
、
編
纂
者
と
し
て
は
、
全
七
冊
の
「
満

州
事
変
」
を
含
む
『
日
本
外
交
文
書
』
は
も
と
よ
り
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
か

ら
、満
洲
事
変
前
後
か
ら
の
陸
軍
の
未
刊
行
資
料
を
中
心
に
、『
現
代
史
資
料
』（
み

特
集
・
追
悼　

臼
井
勝
美
先
生

臼
井
勝
美
先
生
の
思
い
出

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
九
月
二
四
日
、
臼
井
勝
美
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年

の
外
務
省
勤
務
よ
り
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
事
業
に
携
わ
ら
れ
、
大
学
に
移
ら
れ
て
か
ら
後
も
、
外
交
史
料
館
の
開

館
に
先
立
つ
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
か
ら
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
ま
で
、
編
纂
委
員
を
長
く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

以
下
、
臼
井
先
生
と
深
い
交
流
を
有
し
た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
追
悼
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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す
ず
書
房
）
と
し
て
次
々
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
。
研
究
者
と
編
纂
者
と
い
う
二
つ

の
道
の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
重
き
を
置
か
れ
た
か
と
い
え
ば
、
間
違
い
な
く
編
纂
者

で
あ
ろ
う
。『
日
本
外
交
文
書
』
や
『
現
代
史
資
料
』
の
編
纂
の
過
程
で
得
ら
れ

た
知
見
を
、『
満
州
事
変
』
や
『
日
中
戦
争
』
と
い
っ
た
概
説
書
に
「
解
説
の
つ

も
り
」
で
展
開
さ
れ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
概
説
書
で

あ
っ
て
も
、
一
つ
一
つ
の
歴
史
的
事
実
や
解
釈
、
事
実
の
間
の
因
果
関
係
の
記
述

に
確
か
な
裏
付
け
が
あ
る
。

例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
の
『
新
版　

日
中
戦
争
』
は
、
一
九
六
七
年
の

旧
版
の
改
訂
や
増
補
で
は
な
い
。
全
く
異
な
る
戦
争
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

間
の
三
〇
年
に
及
ぶ
資
料
探
索
の
成
果
は
、
単
な
る
旧
版
の
改
訂
や
増
補
を
許
さ

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

遺
稿
と
な
っ
た
「『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
の
思
い
出
」（『
外
交
史
料
館
報
』

第
三
〇
号
）
に
よ
れ
ば
、
先
生
に
と
っ
て
、「
よ
い
研
究
者
と
よ
い
編
纂
者
と
い

う
の
は
全
く
異
な
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
編
纂
と
研
究
と
の
違
い
や
、
両
者
の
緊

張
関
係
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
珠
玉
の
作
品
が

生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交
』（
一
九
八
三
年
）
に
は
、「
日
中
間
に
は

全
面
戦
争
勃
発
ま
で
の
間
に
幾
つ
か
の
岐
路
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
戦
争
へ
突
入
し
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

重
要
な
岐
路
に
あ
っ
て
指
導
者
の
「
選
択
」
と
そ
の
妥
当
性
を
き
わ
め
て
重
視
さ

れ
た
。
同
時
に
、
末
端
の
部
隊
の
動
静
に
ま
で
気
を
配
る
、
と
い
う
姿
勢
は
、
先

生
の
編
纂
と
研
究
の
双
方
の
成
果
物
に
共
通
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
書
の
「
序
」
に
あ
た
る
「
太
平
洋
戦
争
ノ
ー
ト
」
は
、
歴
史
家
と
し

て
心
す
べ
き
こ
と
は
、「
ど
の
よ
う
な
些
細
な
事
実
を
も
全
体
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
見
逃
さ
な
い
と
い
う
緊
張
を
持
続
す
る
こ
と
に
尽
き
る
」
と
結
ば
れ
て
い

る
。
編
纂
に
も
研
究
に
も
通
ず
る
姿
勢
で
あ
る
。

臼
井
先
生
の
思
い
出

筑
波
大
学
名
誉
教
授　

三
石　

善
吉

私
に
と
っ
て
臼
井
先
生
は
、
私
の
教
育
者
・
研
究
者
と
し
て
の
道
を
切
り
拓
い

て
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
い
か
に
あ
る
べ
き
か

を
身
を
も
っ
て
範
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
自
由
が
丘
の
先
生
の
ご

自
宅
で
、
今
は
亡
き
阿
部
斉
先
生
を
筆
頭
に
松
本
礼
二
先
生
、
久
保
文
明
先
生
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
も
ど
も
楽
し
い
集
い
の
時
を
何
度
も
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
尤
も
奥
様
の
辛
辣
な
評
語
に
よ
れ
ば
「
臼
井
の
許
に
は
赤
鬼
青
鬼
ば
か
り
集

ま
る
の
ね
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
お
酒
の
飲
み
方
・
楽
し
み
方
ま
で
も
教
え
て
頂

い
た
人
生
の
導
師
で
し
た
。
こ
こ
で
は
私
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
臼
井
先
生
と
の

最
初
の
邂
逅
、
そ
れ
は
即
ち
私
の
運
命
が
決
ま
っ
た
大
切
な
瞬
間
を
綴
ら
せ
て
も

ら
い
ま
す
。

私
が
東
京
大
学
文
学
部
（
中
国
哲
学
科
研
究
室
）
助
手
に
な
っ
た
の
が
一
九
七 

二
年
四
月
で
す
。
当
時
な
か
な
か
就
職
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
た
ち
ま
ち
助
手
の
任

期
三
年
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
指
導
教
官
の
山
井
湧
教
授
が
教
授
会
で
私
の
任
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期
の
一
年
延
長
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
て
一
安
心
す
る
と
同
時
に
、
あ
と
一
年
、
若

し
職
が
無
け
れ
ば
今
非
常
勤
で
教
え
て
い
る
高
校
で
採
用
し
て
く
れ
な
い
か
な
等

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

一
九
七
五
年
の
夏
休
み
に
入
っ
て
直
後
、
研
究
室
に
背
が
高
く
、
厳
め
し
く
、

そ
れ
で
い
て
何
と
な
く
人
を
惹
き
付
け
て
し
ま
う
よ
う
な
不
思
議
な
方
が
、「
主

任
の
先
生
に
お
会
い
し
た
い
、
私
は
臼
井
と
申
し
ま
す
」
と
突
然
の
訪
問
を
受
け

ま
し
た
。
助
手
の
私
は
全
く
何
も
知
ら
ず
、
助
手
室
の
隣
の
主
任
教
授
の
部
屋
に

「
お
客
様
で
す
」
と
取
り
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
が
臼
井
先
生
と
の
最
初
の
出
会
い

で
す
。
し
ば
ら
く
し
て
山
井
教
授
が
私
を
呼
び
臼
井
先
生
を
紹
介
さ
れ
、「
臼
井

先
生
は
筑
波
大
学
の
方
で
す
。
あ
な
た
を
採
用
し
た
い
と
の
こ
と
、
宜
し
い
で
す

ね
」
と
の
話
で
吃
驚
し
ま
し
た
。
私
の
運
命
が
決
ま
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
の
時
臼
井
先
生
は
、
竹
内
好
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
編
集
し
た
朝
日
選
書
の

『
近
代
日
本
と
中
国（
下
）』（
一
九
七
四
年
八
月
刊
）に
載
せ
た
わ
た
し
の
文
章「
後

藤
朝
太
郎
と
井
上
紅
梅
」、「
山
川
均
と
藤
枝
丈
夫
」
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
、「
東

洋
政
治
思
想
」
の
講
座
に
と
直
感
さ
れ
、私
の
採
用
に
踏
み
切
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
私
は
一
九
七
六
年
四
月
か
ら
、「
西
部
開
拓
時
代
」
を
思
わ
せ
る
建
設

中
の
広
大
な
工
事
現
場
〔
臼
井
先
生
の
述
懐
で
す
〕
の
中
に
、
ぽ
つ
ね
ん
と
体
芸

棟
・
図
書
館
の
み
が
屹
立
す
る
筑
波
大
学
に
移
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
「
僻
地
手

当
」が
出
ま
し
た
。
私
の
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
の
道
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
っ

た
臼
井
先
生
の
こ
の
御
恩
は
、決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
最
高
の
贈
物
で
し
た
。

臼
井
勝
美
先
生
と
の
別
れ

元
外
務
省
外
交
史
料
館
副
館
長　

原
口　

邦
紘

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
九
月
二
四
日
（
金
）
の
早
朝
に
臼
井
先
生
が
亡
く
な

ら
れ
た
、
と
の
電
話
を
御
令
嬢
か
ら
受
け
、
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、
言
葉
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
七
日
、
四
人
の
曾
孫
さ
ん
ご
家
族
に
見
ま
も
ら
れ
静
か

に
旅
立
た
れ
た
棺
に
は
、一
年
前
新
装
再
版
さ
れ
た『
満
州
事
変 

戦
争
と
外
交
と
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
）
と
『
日
中
戦
争 

和
平
か
戦
線
拡
大
か
』（
中
公
新
書
）
が

傍
ら
に
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
の
日
中
外
交
史
、
近
代
日
本
外
交
史
研
究

に
寄
与
、
貢
献
さ
れ
た
業
績
は
申
す
ま
で
も
な
く
偉
大
で
す
。
そ
し
て
臼
井
先
生

は
、
な
に
よ
り
も
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
室
出
身
の
大
先
輩
で
し
た
。
一
九
四 

八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
編
纂
委
員
を
勇
退
さ
れ
る
ま
で
の
半
世
紀
に
及
ぶ
編
纂

員
、
大
学
転
出
後
の
編
纂
委
員
と
し
て
の
外
交
文
書
室
～
外
交
史
料
館
に
お
け
る

編
纂
事
業
へ
の
貢
献
は
、
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。

編
纂
委
員
を
辞
さ
れ
て
後
は
、
二
○
○
九
年
か
ら
久
子
夫
人
と
御
一
緒
に
あ
ざ

み
野
の
シ
ニ
ア
・
ホ
ー
ム
で
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一

度
だ
け
国
立
新
美
術
館
で
の
ル
ノ
ア
ー
ル
展
鑑
賞
の
途
次
、
ご
夫
妻
で
外
交
史
料

館
に
立
ち
寄
ら
れ
館
員
と
し
ば
し
歓
談
さ
れ
ま
し
た
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）。
そ

の
後
、
あ
ざ
み
野
に
伺
う
た
び
に
聞
か
れ
た
の
が
、
外
交
史
料
館
の
皆
さ
ん
の
近

況
で
し
た
。
遺
稿
と
な
っ
た
「『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
の
思
い
出
」（『
外
交
史

料
館
報
』
第
三
〇
号
所
収
）
の
校
訂
に
見
え
た
熱
田
さ
ん
に
、
い
つ
も
は
寡
黙
な

先
生
が
、
流
れ
る
如
く
滔
々
と
外
交
文
書
編
纂
の
思
い
出
、
編
纂
の
心
得
を
話
さ
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れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
僅
か
二
ペ
ー
ジ
な
が
ら
、
臼
井
先
生
の
編
纂
室
へ
の

＂
遺
訓
”
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
先
生
は
、
終
生
、
外
交
史
料
、
外
交
文

書
編
纂
と
共
に
歩
ま
れ
、
外
交
史
料
館
へ
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
注
が
れ
続
け
た
、

か
け
が
え
の
な
い
大
先
達
で
あ
り
ま
し
た
。

臼
井
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
九
州
大
学
大
学
院
在
学
中
で
し
た
。

一
九
七
〇
年
九
月
、
私
を
外
交
文
書
の
編
纂
員
と
し
て
推
薦
い
た
だ
き
入
省
、
外

務
省
国
際
資
料
部
調
査
課
外
交
文
書
室
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
同
室
は
長

岡
新
治
郎
室
長
の
も
と
に
概
ね
中
国
関
係
（
林
正
和
、
清
水
秀
子
）、
欧
米
ソ
・

排
日
移
民
問
題
（
吉
村
道
男
）、
第
一
次
世
界
大
戦
・
国
際
連
盟
・
国
際
会
議
（
長

岡
、
海
野
芳
郎
）
の
三
班
体
制
で
、
大
正
期
の
編
纂
が
進
行
中
で
し
た
。
私
は
、

北
米
移
民
問
題
・
南
米
移
民
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
吉
村
先
輩
の
も
と
で
、

編
纂
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
近
世
史
専
攻
で
し
た
の
で
、

移
民
の
イ
ロ
ハ
か
ら
学
び
ま
し
た
。
臼
井
先
生
は
、
同
年
発
足
し
た
『
日
本
外
交

文
書
』
編
纂
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
細
谷
千
博
委
員
長
、
小
林
龍
夫
委
員
と
と

も
に
編
纂
事
業
の
充
実
促
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
自
ら
も
中
国
班
の
一
員
と

し
て
林
・
清
水
さ
ん
と
の
共
同
作
業
に
没
頭
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
七
三
年
に

満
州
事
変
の
編
纂
が
始
ま
る
頃
ま
で
に
は
、『
日
中
戦
争
』（
前
掲
）、『
日
中
外
交

史
―
北
伐
の
時
代
―
』、『
日
本
と
中
国
―
大
正
時
代
―
』、『
満
州
事
変
』（
前
掲
）

と
次
々
に
上
梓
さ
れ
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、『
図
説
日
本

の
歴
史
16
大
正
新
帝
国
の
登
場
』（
集
英
社
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
戦
前

の
日
本
の
海
外
移
民
の
展
開
を
広
い
視
野
で
学
習
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

私
は
編
纂
室
十
年
目
に
カ
ナ
ダ
の
日
本
大
使
館
に
在
勤
、
編
纂
室
に
帰
任
後
ほ

ど
な
く
、
本
省
で
戦
後
外
交
記
録
公
開
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、
ま
た
、

一
九
九
五
年
か
ら
三
年
間
カ
ナ
ダ
エ
ド
モ
ン
ト
ン
総
領
事
館
に
在
勤
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
臼
井
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
書
簡
の
一
つ
に
「
小
生
は
な
ん
と
か
、
あ

と
一
冊
と
思
い
準
備
し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
挫
折
す
る
か
と
い
う
予

感
も
あ
り
ま
す
が
、
一
応
頑
張
っ
て
み
る
積
り
で
す
。
一
九
三
三
～
一
九
三
七
年

で
『
日
中
戦
争
へ
の
道
』
と
題
は
決
ま
っ
て
い
て
、
今
半
分
四
分
位
の
と
こ
ろ
で

す
。」
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
大
著
『
日
中
外
交
史
研
究
―
昭

和
前
期
―
』（
一
九
九
八
）
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生
は
ご

自
分
の
業
績
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
な
ど
滅
多
に
な
い
謙
虚
な
お
人
柄
で
し
た
が
、

同
書
に
対
す
る
京
都
大
学
の
三
年
後
輩
に
あ
た
る
故
江
口
圭
一
氏
の
書
評
（『
日

本
史
研
究
445
』）
を
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
同
書
評
は
、
先
ず
『
日
本

外
交
年
表
並
主
要
文
書
（
上
・
下
）』（
一
九
五
五
）
が
近
代
日
本
外
交
史
研
究
に

与
え
た
影
響
を
高
く
評
価
し
、
さ
ら
に
全
冊
を
通
し
て
適
確
か
つ
客
観
的
な
批
評

が
加
え
ら
れ
て
お
り
、我
が
意
を
得
た
り
と
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
〇
四
年
三
月
、
臼
井
先
生
が
編
纂
委
員
を
勇
退
さ
れ
た
時
に
、
偶
然
私
も

外
務
省
外
交
史
料
館
を
定
年
退
職
し
、
細
谷
千
博
委
員
長
（
現
・
波
多
野
澄
雄
委

員
長
）
の
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
の
末
席
に
加
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
臼

井
先
生
と
の
公
私
に
わ
た
る
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。『
満
州
事
変
』（
全
七
冊
）

に
心
血
を
注
が
れ
た
清
水
編
纂
員
の
逸
話
（
臼
井
勝
美
他
編
『
清
水
秀
子
さ
ん
を

偲
ぶ
』
一
九
八
四
）、
外
務
省
卓
球
大
会
を
連
続
制
覇
し
た
史
料
館
卓
球
同
好
会
、

小
旅
行
、
数
え
き
れ
な
い
大
小
の
宴
席
・
飲
み
会
等
々
、
そ
こ
に
は
い
つ
も
、
外

交
史
料
館
の
一
員
と
し
て
臼
井
先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
生
前
の
御
厚
情
に
深
く
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感
謝
し
、
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

臼
井
先
生
を
追
慕
す
る

台
湾
国
立
政
治
大
学
教
授　

于　

乃
明

軍
官
の
よ
う
で
紳
士
で
教
養
が
あ
り
、
い
つ
も
胸
を
張
っ
て
歩
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
こ
れ
が
私
の
臼
井
先
生
に
対
す
る
第
一
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
私
た
ち

と
話
す
時
、
先
生
は
い
つ
も
穏
や
か
で
親
切
な
態
度
で
あ
っ
て
、
親
し
み
を
感
じ

る
と
同
時
に
威
厳
が
あ
る
と
い
う
の
が
臼
井
先
生
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

私
た
ち
が
文
章
を
書
く
時
、
先
生
は
字
の
正
確
さ
と
か
注
釈
を
正
し
く
追
加
す

る
事
を
要
求
し
た
。
字
と
注
釈
を
間
違
え
る
と
、「
あ
な
た
が
ち
ゃ
ん
と
学
問
を

し
て
い
な
い
人
で
あ
る
と
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
。
ク
ラ
ス
に
は
台
湾
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
が
い
て
、
先
生
は
い
つ
も
留
学
生
た
ち
に
文
章
を
読

ま
せ
て
、
私
た
ち
の
発
音
、
特
に
長
音
、
短
音
、
促
音
に
つ
い
て
注
意
深
く
修
正

さ
れ
た
。
先
生
は
「
あ
な
た
が
た
が
帰
国
後
に
す
べ
て
の
単
語
を
正
し
く
読
み
、

学
生
に
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
先
生
の
細
心
の
ご
指
導

に
、
今
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

先
生
と
の
接
触
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
午
後
だ
っ

た
。
先
生
は
こ
の
二
日
間
外
交
史
料
館
に
通
い
、
私
は
午
後
に
臼
井
先
生
に
会
い

に
そ
こ
に
行
っ
て
ご
指
導
を
受
け
た
。
時
々
先
生
は
私
の
資
料
の
コ
ピ
ー
ま
で
親

切
に
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

私
が
特
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
南
満
州
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
勢
力
の
関
与
に

つ
い
て
先
生
と
話
し
合
っ
た
際
、
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
時
で
あ
る
。
日
中
関

係
の
権
威
で
あ
る
先
生
に
対
し
、
私
も
強
く
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
私
が
東
京
か
ら
筑
波
の
外
国
人
客
員
教
授
の
宿
舎
に
戻
っ
た
時
、
先
生

は
す
ぐ
に
間
違
っ
て
い
た
と
お
詫
び
の
電
話
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
の
謙

虚
さ
は
私
に
深
い
印
象
を
残
し
た
。
で
も
先
生
は
冗
談
交
じ
り
に
、
そ
れ
以
後
間

違
え
を
恐
れ
講
演
の
誘
い
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

た
の
で
、
私
は
少
し
罪
悪
感
を
覚
え
た
も
の
だ
っ
た
。

私
が
日
本
留
学
中
、
臼
井
先
生
は
近
現
代
日
中
関
係
研
究
会
に
私
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
繫
が
り
の
中
で
、
私
は
藤
井
昇
三
先
生
、
中
村
義
先
生
、
本

庄
比
佐
子
先
生
が
た
の
誠
実
な
態
度
に
接
し
、
研
究
会
が
終
わ
る
と
必
ず
中
華
料

理
屋
へ
行
っ
て
、
料
理
を
食
べ
紹
興
酒
を
飲
ん
で
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
。臼

井
先
生
が
私
の
論
文
を
指
導
し
て
く
だ
さ
る
時
、
い
つ
も
私
を
先
生
の
ご
自

宅
に
呼
び
、先
生
の
書
斎
で
向
か
い
合
っ
て
座
り
、先
生
は
私
と
一
ペ
ー
ジ
一
ペ
ー

ジ
ず
つ
丁
寧
に
読
み
込
ん
で
、
私
の
論
文
の
間
違
い
や
欠
陥
を
注
意
深
く
指
摘
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
に
叱
ら
れ
た
と
い
う
覚
え
は
ま
っ
た
く
な
い
。
毎
回
先
生

の
お
宅
に
伺
う
の
に
三
、四
時
間
以
上
か
か
っ
た
が
、そ
れ
も
苦
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。私

は
臼
井
先
生
を
何
度
も
政
治
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
招
聘
し
よ
う
と
し
た

が
、
先
生
に
は
応
じ
て
頂
け
な
か
っ
た
。
手
紙
に
は
「
招
待
さ
れ
て
本
当
に
嬉
し
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か
っ
た
が
、
体
調
が
良
く
な
い
の
で
貴
女
の
手
を
煩
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
断
っ
た
」
と
あ
っ
た
。
残
念
な
事
で
し
た
。

か
つ
て
先
生
か
ら
蒋
介
石
の
文
集
の
購
入
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
お

応
え
す
る
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
二
度
も
お
礼
の
葉
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
近
代
中
国
人
の
な
か
で
、
先
生
は
蔣
介
石
と
張
学
良
の
二
人

を
尊
敬
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
居
間
に
張
学
良
の
字
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。

先
生
が
老
人
施
設
に
入
ら
れ
て
か
ら
、
私
は
日
本
へ
出
張
し
て
時
間
が
あ
る
と

き
は
よ
く
三
石
善
吉
先
生
と
一
緒
に
お
見
舞
い
に
い
っ
た
。
先
生
の
お
気
に
入
り

の
台
湾
紹
興
酒
、
お
茶
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
を
必
ず
持
参
し
て
い
っ
た
。
先

生
に
私
が
誰
な
の
か
と
尋
ね
る
と
、
す
ぐ
に
「
ウ
さ
ん
」
と
答
え
て
下
さ
っ
た
。

先
生
に
最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
二
〇
一
九
年
一
二
月
だ
っ
た
。
先
生
は
す
で
に

記
憶
が
薄
れ
た
の
で
何
度
も
同
じ
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
た
け
れ
ど
、
最
後
ま
で
台
湾

の
古
い
留
学
生
で
あ
る
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
と
て
も
幸
せ
で
し

た
。臼

井
勝
美
先
生
を
偲
ん
で

啓
明
大
学
校
教
授　

李　

盛
煥 

臼
井
勝
美
先
生
の
突
然
の
訃
報
を
受
け
、
す
ぐ
は
信
じ
ら
れ
ず
に
茫
然
と
す
る

ば
か
り
だ
っ
た
。
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
筑
波
大
学
社
会
科
学
研
究

科
の
博
士
課
程
二
年
（
一
九
八
六
年
）
の
時
で
あ
っ
た
。
元
来
私
は
、
韓
米
の
大

統
領
制
の
比
較
を
勉
強
し
、
修
士
課
程
を
終
え
た
後
は
ア
メ
リ
カ
へ
渡
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
家
内
が
私
と
同
じ
大
学
の
教
育
学
研
究
科
に
在
学
し
て
い

た
等
の
事
情
も
あ
り
、
日
本
で
勉
強
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
で
、
そ
れ
ま
で
の
指
導
教
官
が
急
に
筑
波
大
学
を
お
辞
め
に
な
り
、
私
は
一
時

的
に
臼
井
先
生
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生
に
巡
り
合
っ
た

の
は
偶
然
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
政
治
外
交
史
に
専
攻
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
私
は
学
問
的
に
幼
い
子
供
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
先
生
は
、
温
か
い
な
が
ら
も
厳
し
い
お
言
葉
で
常

に
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
日
本
外
交
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
殆
ど
待
っ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
戦
前
の
日
本
外
務
省
記
録
を
テ
キ
ス
ト
に
行
わ
れ
て
い
た
先
生

の
ゼ
ミ
は
、
私
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
「
暗
号
解
読
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
先
生
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
で
の
資
料
の
探
し
方
か
ら
崩
し
書
き
の
読

み
方
ま
で
丹
念
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
私
は
資
料
に
徐
々
に
馴
れ
て
い
っ
た
。

一
九
八
八
年
三
月
に
定
年
退
官
さ
れ
た
後
も
先
生
は
、
継
続
し
て
私
の
博
士
論
文

の
作
成
に
格
別
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
時
折
、自
宅
に
呼
ん
で
く
だ
さ
り
、

未
熟
で
乱
雑
な
原
稿
を
一
緒
に
読
ん
で
は
、
修
正
す
べ
き
部
分
を
指
摘
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
教
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

人
間
的
に
も
私
は
先
生
に
様
々
な
恩
恵
を
頂
い
た
。
留
学
中
、
私
が
家
族
と
住

ん
で
い
た
大
学
の
学
生
寮
を
訪
ね
て
み
え
て
は
、
子
供
に
小
遣
い
を
く
だ
さ
っ
た

り
、
家
内
の
勉
強
ま
で
も
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
面
倒
を
見

て
く
だ
さ
っ
た
。
一
九
八
九
年
学
位
を
取
り
韓
国
へ
帰
国
し
た
後
も
、
先
生
は
わ

ざ
わ
ざ
家
に
ま
で
訪
問
し
て
く
だ
さ
り
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
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は
あ
る
時
、
大
学
を
辞
め
て
別
の
道
を
歩
も
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

際
、
先
生
は
家
内
に
「
そ
れ
は
李
さ
ん
の
道
で
は
な
さ
そ
う
な
の
だ
が
」
と
い
う

心
配
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
も
し
た
。
先
生
の
言
葉
通
り
、
私
は
元
の

場
に
戻
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

先
生
か
ら
学
び
得
た
も
の
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
研
究
者
と
し
て

の
情
熱
、
そ
し
て
、
教
育
者
と
し
て
の
学
生
に
対
す
る
理
解
と
人
間
味
溢
れ
る
熱

い
愛
情
こ
そ
が
、
私
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な

恩
恵
と
愛
情
の
こ
も
っ
た
先
生
の
ご
指
導
を
仰
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
で

な
ら
な
い
。

先
生
に
最
後
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
横
浜
の
「
青
葉
の
丘
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
先
生
は
、
奥
様
と
と
も
に
「
韓
国
に
行
き
た
い
、
行
け
る
か
な
」
と
何
回

も
仰
っ
て
い
た
。
先
生
は
旅
行
が
で
き
る
健
康
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
韓
国

旅
行
は
実
現
で
き
ず
、
至
極
残
念
で
あ
る
。

私
が
今
日
と
い
う
日
を
大
切
に
歩
ん
で
い
け
て
い
る
の
も
、
全
て
臼
井
先
生
の

ご
指
導
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
。
安
ら
か

に
眠
り
に
つ
か
れ
る
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

臼
井
先
生
を
悼
む

防
衛
省
防
衛
研
究
所
研
究
幹
事　

庄
司　

潤
一
郎

小
生
が
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
昭
和
五
三
年
筑
波
大
学
一
年

の
時
、「
政
治
外
交
史
」
の
授
業
を
聴
講
し
た
時
で
あ
っ
た
。
一
瞬
に
し
て
先
生

に
魅
了
さ
れ
、
二
年
に
進
級
す
る
際
は
、
人
文
学
類
か
ら
先
生
の
所
属
し
て
お
ら

れ
た
社
会
学
類
に
転
類
し
た
。
そ
の
後
大
学
院
に
進
学
し
、御
指
導
を
受
け
続
け
、

昭
和
六
一
年
先
生
の
推
薦
に
よ
り
、
防
衛
研
究
所
戦
史
部
（
現
在
の
戦
史
研
究
セ

ン
タ
ー
）
に
入
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
六
三
年
に
及
ぶ
人
生

の
三
分
の
二
以
上
に
わ
た
り
、
公
私
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。

先
生
の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
研
究
の
原
点
は
、
研
究
者
で
あ
る
前
に
一
つ
の
時

代
を
生
き
る
者
と
し
て
の
責
任
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
で
あ
り
、「
大
東
亜
戦
争

を
日
本
人
の
最
後
の
戦
争
体
験
と
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
で
あ
っ
た
。
や
や

も
す
る
と
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
こ
う
し
た
意
識
に
よ
っ
て
歴
史
研
究
が
流
さ
れ

る
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
が
、
先
生
は
一
次
史
料
に
基
づ
き
、
禁
欲
に
貫
か
れ
た

姿
勢
を
常
に
保
持
さ
れ
て
い
た
。

先
生
は
、「
戦
争
を
裁
く
こ
と
で
は
な
く
、
戦
争
に
い
た
る
経
過
を
き
わ
め
て

克
明
に
記
録
し
、
ど
の
よ
う
な
子
細
な
事
実
を
も
全
体
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て

見
逃
さ
な
い
と
い
う
緊
張
を
持
続
す
る
こ
と
に
尽
き
る
」（『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代

日
本
の
外
交
』）
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
作
業
が
い
か
に
困
難
で
あ

る
か
と
先
生
御
自
身
も
述
懐
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
戦
後
日
本
に
散
見

さ
れ
る
「
安
易
な
」
研
究
へ
の
警
鐘
で
も
あ
ろ
う
。
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先
生
の
主
要
な
研
究
対
象
は
、
つ
い
に
は
干
戈
を
交
え
る
こ
と
に
な
っ
た
近
代

の
日
中
関
係
史
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
一
九
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
中
戦

争
』（
中
公
新
書
）
は
、
特
に
当
時
大
東
亜
戦
争
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
中
国
大
陸

で
の
戦
い
の
全
体
像
を
概
観
し
た
点
で
、
画
期
的
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
同
書
を
書
き
改
め
た
『
新
版　

日
中
戦
争
』（
中
公
新
書
）

を
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
蒋
介
石
日
記
」
の
発
見
、
大
東
亜
戦
争
下
の
日
中

戦
争
の
実
像
の
解
明
な
ど
、
近
年
日
中
戦
争
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
著
し
い
も

の
が
あ
る
が
、
先
生
の
新
書
の
内
容
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
意
義
は
失
わ

れ
て
い
な
い
。

小
生
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
近
衛
文
麿
に
つ
い
て
も
、
先
生
の
近
衛
評
価
は
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
近
衛
は
、
満
州
事
変
以
降
の
流
れ
を
、「
我
日
本
と
し
て

辿
る
べ
き
必
然
の
運
命
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
が
、
先
生
は
、
日
中
戦
争
直

前
に
外
相
を
務
め
た
佐
藤
尚
武
を
証
左
と
し
て
、近
衛
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
必
然
の
運
命
」
で
は
な
く
別
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
（「
一
つ
の
選
択
―
近
衛
文
麿
と
佐
藤
尚
武
―
」『
日
中
外
交
史
研
究
―
昭

和
前
期
―
』）。

同
様
な
視
点
か
ら
、
一
時
普
及
し
た
「
一
五
年
戦
争
」
論
―
現
在
で
は
、「
ア

ジ
ア
（
・
）
太
平
洋
戦
争
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
―
に
見
ら
れ
る
満
州
事
変
か

ら
日
中
戦
争
へ
の
連
続
性
の
議
論
に
対
し
て
も
、「
満
州
国
の
成
立
以
後
も
、
日

中
間
に
は
全
面
戦
争
勃
発
ま
で
の
間
に
幾
つ
か
の
岐
路
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か

を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
へ
突
入
し
た
と
見
た
い
」
と
疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
た

（『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交
』）。

先
生
は
、
若
い
世
代
に
よ
る
柔
軟
か
つ
新
鮮
な
研
究
姿
勢
は
大
切
で
あ
り
、
そ

れ
を
貫
け
る
か
は
本
人
の
精
進
次
第
で
あ
る
と
常
々
言
わ
れ
て
い
た
。
生
前
、
先

生
の
期
待
に
ほ
と
ん
ど
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
心
残
り

で
あ
る
。
心
よ
り
、
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

『
日
本
外
交
文
書
』
と
臼
井
勝
美
先
生外

務
省
外
交
史
料
館　

冨
塚　

一
彦　

『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
担
当
官
と
し
て
、
一
九
九
一
年
か
ら
外
交
史
料
館

に
勤
務
し
、
臼
井
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぐ
機
会
を
得
た
。
編
纂
委
員
だ
っ
た
先
生

は
、火
曜
と
金
曜
に
来
館
さ
れ
る
。
対
中
国
関
係
の
担
当
で
あ
る
私
は
、関
係
フ
ァ

イ
ル
や
採
録
候
補
文
書
を
揃
え
て
、
先
生
の
ご
意
見
を
伺
う
の
だ
が
、
ま
さ
に
真

剣
勝
負
の
時
間
だ
っ
た
。
日
中
関
係
史
研
究
の
泰
斗
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
三
十

前
半
の
若
輩
だ
が
、
外
交
史
料
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
た
と
き
だ
け
は
、
上
下
関

係
を
気
に
せ
ず
思
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
言
う
。
同
じ
仕
事
仲
間
、
そ
ん
な
雰
囲

気
だ
っ
た
。
採
録
候
補
文
書
の
原
稿
の
い
く
つ
か
に
鉛
筆
で
バ
ツ
が
つ
い
て
戻
っ

て
く
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
採
録
不
要
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。

先
生
も
ま
だ
気
づ
か
な
い
文
書
を
見
つ
け
て
褒
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
必
死

で
フ
ァ
イ
ル
を
読
ん
だ
。
満
州
国
帝
政
実
施
の
際
の
交
換
公
文
に
付
属
書
簡
が
存

在
す
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
と
き
に
は
、
あ
た
か
も
宝
物
が
見
つ
か
っ
た
か
の
よ

う
に
喜
ば
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
作
業
を
重
ね
る
う
ち
に
、
史
料
の
解
釈
に
も
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議
論
が
及
ん
だ
が
、
そ
の
と
き
は
得
意
に
な
っ
て
自
説
を
述
べ
て
も
、
あ
と
で
ご

著
書
を
隅
々
ま
で
読
み
返
し
て
み
る
と
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
す
で
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
お
釈
迦
様
の
掌
の
上
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
よ
う
な
気

分
を
よ
く
味
わ
っ
た
。

先
生
は
常
に
『
日
本
外
交
文
書
』
の
将
来
を
案
じ
て
お
ら
れ
た
。
こ
れ
は
細
谷

千
博
先
生
か
ら
直
接
伺
っ
た
話
だ
が
、
臼
井
先
生
は
こ
の
件
で
た
び
た
び
細
谷
先

生
へ
電
話
を
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
先
生
は
私
の
仕
事
ぶ
り
を
時
々
長
岡
新
治

郎
先
生
と
比
較
さ
れ
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
編
纂
で
知
ら
れ
る
大
先
輩
に
比
肩

す
る
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
先
輩
た
ち
の
積
み
上
げ
て
き
た
良
き
伝
統
を

引
き
継
い
で
、
将
来
の
編
纂
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
先
生
の
お
気
持
ち
の
表
れ

だ
と
受
け
止
め
た
。
一
層
真
摯
に
取
り
組
ま
ね
ば
と
史
料
に
向
か
っ
た
。

先
生
は
二
〇
〇
四
年
に
編
纂
委
員
を
退
か
れ
た
が
、
日
中
戦
争
の
特
集
を
早
く

出
し
た
い
と
い
う
ご
希
望
に
添
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
心
残
り

だ
っ
た
。
特
集
「
日
中
戦
争
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
す
ぐ
あ

と
の
こ
と
で
、
早
速
、
先
生
に
お
届
け
に
上
が
っ
た
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
が
お
好
き

な
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
手
土
産
に
は
向
か
な
い
の
で
、
そ
れ
に
近
い
菓
子
を

持
っ
て
、
お
住
ま
い
の
施
設
を
訪
ね
た
。
先
生
は
全
四
冊
の
新
刊
を
手
許
に
並
べ

ら
れ
て
、
菓
子
を
頬
張
り
な
が
ら
、
満
足
そ
う
な
ご
様
子
だ
っ
た
。「
パ
パ
、
う

れ
し
そ
う
ね
」
と
お
嬢
さ
ん
が
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、「
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
。

こ
れ
を
作
る
た
め
に
、
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ

の
と
き
の
お
顔
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。


